
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和３年１２月１１日（土）より，花巻市博物館や花巻新渡戸稲造記念館，萬鉄五

郎記念美術館が共同で行う共同企画展「ぐるっと花巻・再発見！～イーハトーブの先

人たち～」が始まります。花巻市博物館では，その共同企画展示として「多田等観―

運命のチベット、そして花巻―」を開催します。 

 多田等観は，チベットで１０年にも及ぶ修行生活を送りました。ダライ・ラマ１３

世とは，等観が日本に帰ろうとした時に，日本にもどることを止められたほどの仲に

なりました。そして，等観はチベット仏教に関する膨大な資料を，日本に持ち帰りま

した。 

 今回の展覧会では，等観が持ち帰ったチベット仏教に関する貴重な品々や，花巻で

の日々にまつわる資料を紹介し，多田等観の功績を顕彰します。 

 展示構成 

  Ⅰ チベットヘ向かう  Ⅱ 修行の日々   Ⅲ 美しきチベットの仏 

  Ⅳ チベット仏教研究者として        Ⅴ 等観と花巻 

 関連事業等 

  学芸員講座「多田等観と花巻との縁について」令和３年１２月１８日（土） 

    ギャラリートーク                         令和４年  １月  ８日（土） 

  館長講座「西域と多田等観と宮沢賢治」     令和４年  １月２２日（土） 

   ※ 時間はいずれも１３：３０からです。講座は予約が必要です。 

  小中学校とも「特別の教科道徳」内容Ｃと関係のある展示でもありますので，市

内小中学校の先生方や児童・生徒の皆さんに，是非来て見ていただきたいです。出

前授業「多田等観」も御利用ください。 

花巻市博物館  第２１５号 

令和３年 11月 博・学連携だより 



 
  10月の市内小中学校の花巻市博物館利用紹介 
期 日 10月 20日（木） ９：３０～１１：２０ 

学 校 花巻市立花巻小学校 ５年生２学級  

内 容 花巻市博物館見学 

ねらい 花巻市博物館を見学し，花巻や花巻城の歴史についての理解を深める。 

活 動 ・１組と２組が同時に来館 

    ・前半は，１組は講座・体験学習室に入り，ワークシート「地図から探そう!! 

     昔の花巻！」の問題にそって６つの資料の観察を行った。また，２組は， 

     常設展示室前に設置した椅子に座り，花巻城についての学芸員の解説を聞 

     き，その後学習シートを使い常設展示を見学した。  

    ・後半は，２組が講座・体験学習室に入り資料観察を行い，１組が常設展示 

     前で解説を聞き常設展示の見学を行った。 

    ・その他，事前に学校から学習に関係した児童の質問を博物館に出していた 

     だき，学芸員がその質問について調べ，答えるようにした。 

          

  令和３年度博・学連携先進施設視察研修を実施 
実施期日 令和３年１１月１２日（金）       

研修施設 遠野市立博物館，北上市立博物館 

参 加 者 博・学校連携研究委員８名（1名欠席） 

     花巻市博物館職員  ５名  合計 13名 

 

遠野市立博物館での研修  

・学校の博物館見学は，学校の要望で次の２つで行っている。 

  自由見学型----子どもたちが自分たちの課題を持ってそれを調べる形で行ったり 

         クイズに答える形で見学をしたりしていく。職員は，子どもたち  

         が見学している間に入ってアドバイスをしている。 

  ﾎﾟｲﾝﾄ見学型---見学のねらいに関係した博物館の展示について職員が解説をして 

         いく。 

・休み中の自由研究や放課後の調べ学習などに，学芸員がアドバイスをしている。 

・出前授業は，教科書に関係するものが多い。遠野物語や遠野の先人に関係するもの

が多い。特に決まったプログラムというものは定めていない。学校からの要望を聞

いて行っている。 

 

北上市立博物館での研修  

・平成 28年にリニューアルして，歴史系のみの展示になったら，学校（子ども）が博

物館に来なくなった。そこで，平成 29年７月に小学校の教諭にアンケートを実施

した。その結果では，次の２つを求める声が多かった。①教科書の内容にそった展

示 ②小学生向けの解説や機会 

  そこで，「昔の道具とくらし」展を開催することにした。その開催にあたって， 

 学習指導要領や教科書の読み込みを行った。また，先進事例の見学に行った。 

・学校向けの解説を行う際は 

 １ 既習事項と関連を持たせる。 

 ２ 分かりやすくかみ砕いた表現を使う。 

 ３ 子ども達の気づきや感想，発言にはなるべく答え，子ども達が楽しかったとい  

  う気持ちになるように気をつけている。 

北上市立博物館入口前 


